
2020年３月15日(第924号) 自動車会議所ニュース

─ 4 ─

してビジネスモデルの変革を後押しするのが、オー
プンイノベーション促進税制です。
　そして、もう一つの重点施策が５G投資促進税制
の創設です。全国ネットワーク網の整備に加えて、
ローカル５G、例えばローカルエリアや工場内を完
全自動化・AI化していくことに活用していきます。
５Gにより生産性は圧倒的に向上しますが、サイバ
ーセキュリティ上のリスクなどがあり、安全面も考
慮した制度にしてあります。
　５Gではファーウェイなどの中国企業に一歩先を
行かれており、今後、日本企業がアドバンテージを
持てるように研究開発補助金をはじめ多方面から支
援していきます。そのファーウェイは創業以来、何
が何でも売り上げの１割をR＆Dに回してきたそう
です。売上高は10兆円を超えているので、毎年１兆
円もの研究開発費を注ぎ込んでいることになります。
　そういう企業と戦っていくわけですから、経営者
の皆さんには、私どもと危機感を共有していただき、
それなりの覚悟を持ちリスクを取って経営に臨んで
いただきたいと思っています。「発出せよ第二創業」、
「出でよ中興の祖」──。このような覚悟を持った
トップが何人出てくるのかが、日本のこれからの行
方を左右します。以上のような意識の下、今後も税
制や予算を取りまとめていく決意です。

　日本自動車会議所は、国内における最近の新型コ
ロナウイルス感染の発生状況を勘案し、感染拡大の
防止という観点から、イベントや会議等の延期・中

止を決定しましたのでお知らせいたします。また、
理事会などの決定事項が伴う会合については、書面
審議により対応させていただくことといたしました。
なお、延期されたイベント・会議等につきましては、
開催が決まり次第、ご案内いたします。関係者の皆
さまにはご迷惑をお掛けしますが、政府による対応
策も踏まえ、ご理解・ご協力をお願い申し上げます。

　日本自動車会議所は２月18日、東京・港区の日本
自動車会館「くるまプラザ」会議室で、2019年度第
２回経済・産業委員会（委員長＝平井敏文・日本自
動車販売協会連合会副会長・専務理事）を開催した。
委員会では、まず経済産業省製造産業局自動車課の
神田啓史総括課長補佐が「経済産業省の来年度自動
車関係予算案」と、次世代自動車に関する情報共有
のため、「電動車活用社会推進協議会の検討状況」
について説明。続いて日本水素ステーションネット
ワーク合同会社（JHyM）の菅原英喜社長が「燃料
電池自動車普及に向けた水素ステーション整備の加
速」と題して講演した。この後、日本自動車工業会
東京モーターショー室の鈴木庸弘室長が「東京モー
ターショー2019」を総括し、委員会は終了した。

　（委員会の概要については次号で紹介予定）

第２回 経済・産業委員会開催

〇経済産業省の来年度自動車関係予算案
〇次世代自動車に関する情報共有
〇「東京モーターショー2019」の総括
　　をテーマに経産省自動車課の神田補佐など当事者が説明


